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1は じめ に

近年,GPS(Global Positioning System)やGIS(Geographic In

formation System)な どの発達により,位 置情報,地 理情報が身

近なものになりつつある.地 理情報は道案内や現在地の確認と

いった空間的なタスクの実現に不可欠なものである.デ フォル

メを施 した略地図はその視認性の良さから地理情報の視覚的な

表現として有用なものである.そ のため略地図を対象 とした研

究が広く行われている(1-3).

その中でも特に略地図を作成するための研究が数多く行われ

ている(4-6).こ れ らの研究では略地図を詳細な地図のサブセ ッ

トとして構成 している.し かし,一 般に用いられている略地図

には詳細さよりも簡潔さを優先したと見 られるものも数多く見

つけることができる(Fig.1).

そこで本研究では,い くつかの単純な部品を組み合わせるこ

とにより略地図を構成することを目的とした.以 下では一般の

地図からの構成要素の抽出について述べる.
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Fig.1.Schematic map

2略 地 図の構成要 素

本研究ではFig.2に 示す3つ の要素を組み合わせることによ

り略地図を構成する.以 下では主に 「枝」と 「面」について述

べる.

2.1ラ ン ドマーク

「ランドマーク」は認知されやすい目印となる地物のことで主

に 「郵便局」や 「ビル」といった建造物であり,多 角形として表

現される(Fig.2(a)).

2.2枝

「枝」は交差点とそこに接続する道路を表す.シ ステム上

では点 とそれ に接続する複数のセ グメン トとして表現する

(Fig.2(b)).一 般 に使用 されている略地図を調査 した結果,略
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Fig.2.Components of schematic map

地図中の交差点では道路はπ/2単位の4方 向もしくはπ/4単位

の8方 向の角度をなしていることが多かった.そ こで略地図に

おける交差点要素である枝の各セグメン トのなす角度をπ/4単

位に制限する.Fig.3(a)に 示す π/4単 位,8方 向の方向テンプ

レー トを考え,各 交差点に適用することにより対応する枝を得る

(Fig.3(b)).こ の操作により,枝 の各セグメントは対応するエ ッ

ジに最も近い軸ai,の角度を持つ.1つ の軸に複数の異なるセグ

メン トが重なる場合は最も近いものがその軸に対応 し,他 は順

次隣の軸にずれていく.
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Fig.3.Orientation template and generated branch

2.3面

「面」 は 「枝 」 に接 続 す る セ グ メ ン トに よ り分割 され た 閉 じた

領 域 であ り,シ ステ ム上 で は多 角形 と して表 現 され る(Fig.2(c)).

一 般 の 地 図 上 の 要 素で は街 区 に対 応 す る.し か し一 般 に使 われ

て い る電 子 地 図 に おい て,デ ー タ と して 街 区情 報 が 整 備 され て

い るの は 一 部 の都 市 圏 の み に 限 られ てい る場 合 が 多 く入 手 しづ

らい.そ こ で比 較 的整 備 が 進 み,入 手 しや す い 道 路 ネ ッ トワー
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クデータから面を抽出する.道 路ネットワークはノー ド(交差点

や端点)と エッジ(ノ ー ド間の道路),及 びそれらの接続関係から

なり平面グラフとして表現することができる.

面情報の抽出にはHortonの アルゴリズム(7)を 用いる.こ の

アルゴリズムはグラフ構造からMinimum Cycle Basis(MCB)を

求めるものであり,以 下のステップからなる.

G=(V,E)を 無向グラフ,Vを グラフ中のノー ドの集合,Eを

グラフ中のエッジの集合とする.

Horton's Algorithm

1.各u,v∈Vに 対して最短経路puvを 求める.

2.各e(x,y)∈Eに 対してpx,v∪pv,y={v}と なったらpx,v∪

pv,y∪e(x,y)を 閉路とする.

3.閉 路の集合を長さについて昇順にソー トする.

4.Greedy Algorithmを 用いることにより閉路集合からMin

imum Cycle Basisを 得 る.行 がエッジに,列 が各閉路の

接続ベクトルを表すような行列を考える.長 さの順番に

ガウスの消去法を用いる.十 分な数の閉路を得ることが

できたら終了する.

3実 験結 果 ・考察

実際の電子地図を用い 「枝」,「面」の生成実験を行った.実 験

に使用したデータは国土地理院発行の数値地図2500の うち道路

ネットワークに関係するデータを抽出したものである.Fig.4～

7に それぞれ道路ネットワーク,方 向テンプレー トの適用により

生成 した枝,元 の道路ネットワークと対応する枝を重ねたもの,

道 路ネットワークから抽出した面を示す.

Fig.5～7よ り道路ネットワークから枝,面 を抽出することが

できたと考えられる.
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Fig.4.Original Road Network
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Fig.5.Branches generated by applying orientaion template

4ま と め ・今 後 の 課 題

本 稿 では い くつ か の 単純 な部 品 の 組 合せ に よ り略 地 図 の 作 成

を行 うこ とを 目的 と し,そ の構 成 要 素で あ る 「面」 と 「枝 」 の抽

出 を 行 っ た.本 シス テ ム が完 成 す れ ば 容 易 に 略地 図 を作 成 す る

こ とが 可能 とな り,地 理 情 報 を用 い た コ ミュ ニ ケー シ ョン を 円

滑 にす る こ とが で き る.

今 後 は これ まで の 調 査 結 果,要 素 技 術 を 用 い て シ ステ ム を完

成 させ,生 成 した 略 地図 に つい て評 価 を行 う予 定 で あ る.
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Fig.6.Original graph and their branches
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Fig.7.Faces generated by Horton's Algorithm
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